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 ８月１３日から続いた大雨により、JR東海管内の飯田線辰野〜宮木駅間にある橋梁
が損傷したため、復旧には相当な期間を要する見込みとなり、JR東日本管内でも中央
本線旧線の岡谷〜辰野間の土石流災害により、復旧には1週間程度を要する見込みとな
りました。 
  

 そして、岡谷〜伊那新町間は列車の運転が出来ない状況となり、JR東日本・JR東
海・JRバス関東の会社間で調整がされ、バス伊那分会の職場が８月２３日より岡谷〜
伊那新町間でバス代行輸送を行っています。 
 

 千葉地本は８月２５日に中央本部と長野地本と共に激励行動を行い、他の職場から
の兼務者の受け入れや、通常業務と代行輸送によって苦労した現実など、意見交換を
して学ぶことが出来ました。千葉県や長野県でも台風による被害も近年受けています。
人間と自然の関係や、人間が生きていくために何が必要なのかを労働組合の視点から
考えていくことが重要なんだと、改めて考えさせられました。 
 


